
世
界
大
恐
慌
下
、
大
失
業
と
戦
争
に
立
ち
向

か
う
労
働
者
の
国
際
的
団
結
が
打
ち
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
11
月
１
日
、
全
日
建
運
輸
連
帯
労
組

関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
、
全
国
金
属
機
械
港
合

同
、
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合
が
呼
び
か
け
、

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
た
全
国
労
働
者

総
決
起
集
会
に
は
５
８
５
０
人
が
結
集
し
ま
し

た
。
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
が
民
営

化
絶
対
反
対
の
闘
い
の
中
軸
と
し
て
、
世
界
に

確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

11
・
１
集
会
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
労
働

者
・
農
民
・
市
民
・
学
生
と
、
韓
国
・
ア
メ
リ

カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ド
イ
ツ
か
ら
の
訪
日
団
、
さ

ら
に
在
日
・
滞
日
外
国
人
労
働
者
も
多
数
参
加

し
、｢

ゼ
ネ
ス
ト
が
必
要
な
情
勢
だ
！

闘
う
労

働
運
動
を
復
権
さ
せ
よ
う
!｣

と
全
国
・
全
世
界

に
発
信
し
ま
し
た
。

解
雇
・
賃
下
げ
の
嵐
が
労
働
者
を
襲
い
、
失

業
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
自
殺
者
は
10
年
連

続
で
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
現
実
に

労
働
者
人
民
の
怒
り
が
爆
発
し
、
自
公
政
権
を

打
倒
し
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
登
場
し
た
鳩
山
政

権
は
、｢
連
合｣

を
最
大
の
基
盤
に
し
た
政
権
で

す
。
平
野
官
房
長
官
は
連
合
の
顧
問
で
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
労
組
の
役
員
で
し
た
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

は
大
量
の
派
遣
切
り
を
行
い
ま
し
た
が
、
腐
り

き
っ
た
御
用
組
合
は
派
遣
法
撤
廃
に
反
対
し
ま

し
た
。
郵
政
民
営
化
に
、
そ
っ
先
協
力
す
る
Ｊ

Ｐ
労
組
中
央
本
部
も
同
じ
で
す
。

｢

公
務
員
労
働
者
３
６
０
万
人
を
い
っ
た
ん
解

雇
し
、
民
営
化
し
て
選
別
再
雇
用
す
る｣
と
い
う

道
州
制
攻
撃
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
社
保
庁
解

体
（
社
保
庁
労
働
者
１
千
名
首
切
り
）
を
は
じ

め
、
全
労
働
者
へ
の
首
切
り･

賃
下
げ
、
非
正
規

職
化
・
労
働
強
化
の
攻
撃
に
立
ち
向
か
い
、
労

働
現
場
か
ら
反
乱
を
起
こ
す
と
き
で
す
。

世
界
中
で
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
が

闘
わ
れ
て
い
ま
す
。
情
勢
に
負
け
、
展
望
を
失

い
、
変
質
と
屈
服
を
深
め
る
既
成
の
労
働
組
合

幹
部
の
支
配
に
対
抗
し
、
現
場
か
ら
の
怒
り
の

声
が
噴
出
し
、
労
働
運
動
の
新
し
い
潮
流
が
生

ま
れ
出
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

11
・
１
集
会
は
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
闘
争
を
先
頭
に
、
民
営
化･

労
組
破
壊
と
、
改

憲･

戦
争
に
立
ち
向
か
う
す
べ
て
の
労
働
者
の
怒

り
の
声
を
結
集
し
て
か
ち
と
ら
れ
ま
し
た
。
国

鉄
１
０
４
７
名
闘
争
は
す
べ
て
の
労
働
者
の
未

来
を
か
け
た
闘
い
で
す
。
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
の
旗
を
闘
い
の
先
頭
に
お
し
立
て
よ
う
。

労
働
者
の
団
結
し
た
闘
い
こ
そ
が
歴
史
を
つ

く
り
、
社
会
を
変
革
す
る
力
で
す
。
11･

１
集
会

を
新
た
な
出
発
点
に
、
現
場
労
働
者
の
力
を
さ

ら
に
結
集
し
、
闘
お
う
。

２００９年
11月５日
発行

（ビラの感想や職場状況など、またビラに載せてほしいことなどを、気軽にお寄せください。電話・メールどちらでも結構です。）

（
裏
に
続
き
ま
す
）

集会後、日本・韓国・アメリカ・ブラジルの労

働者が組合旗を掲げ、右翼の妨害をもはねのけ

銀座・東京駅前をデモ行進しました



こ
の
場
所
で
、
郵
政
民
営
化
絶
対
反
対
で

闘
う
決
意
を
し
て
４
年
間
、
職
場
で
そ
の
路

線
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
、
闘
い
ぬ
き
今
日
こ

こ
に
立
っ
て
い
ま
す
。

８
月
30
日
の
衆
議
院
総
選
挙
で
自
民
党
の

支
配
は
終
わ
り
を
告
げ
、
民
営
化
の
矛
盾
は

さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
の
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
統
合
計

画
は
、
現
場
の
怒
り
と
反
撃
の
中
で
つ
い
に

破
綻
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
場
の
怒
り
は

止
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
の
郵
便
労

働
者
の
怒
り
に
震
え
上
が
っ
た
日
本
郵
政
社

長
・
西
川
は
、
つ
い
に
辞
任
し
ま
し
た
。
世

界
中
で
非
正
規
職
化
と
貧
困
を
生
み
出
し
て

き
た
民
営
化
・
規
制
緩
和
に
対
し
て
、
反
転

攻
勢
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
で
す
。
民
営
化
絶
対

反
対
の
闘
い
が
、
世
界
の
常
識
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

職
場
か
ら
立
ち
上
が
る
組
合
員
に
対
し
て
、

組
織
破
壊
者
と
罵
っ
て
き
た
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央

の
の
し

本
部
と
本
部
派
執
行
部
に
言
い
た
い
。
「
労

働
組
合
を
出
世
の
道
具
に
し
て
組
織
を
破
壊

し
て
き
た
の
は
お
前
ら
だ
」
。
も
う
ひ
と
つ

言
い
た
い
。
「
西
川
の
次
は
、
お
前
ら
だ
。

首
を
洗
っ
て
待
っ
て
い
ろ
」
。
労
働
組
合
は

現
場
組
合
員
の
も
の
で
す
。
現
場
に
闘
う
団

結
を
拡
大
し
よ
う
。
そ
し
て
、
闘
う
全
逓
を

す
べ
て
の
組
合
員
の
手
に
取
り
戻
そ
う
。

「
我
々
の
こ
れ
ま
で
の
闘
い
は
、
圧
倒
的

に
正
し
か
っ
た
。
そ
し
て
勝
利
に
向
か
っ
て

い
る
」
。
我
々
は
、
七
転
八
倒
の
闘
い
の
中

で
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
に
立
ち
向
か
う
団
結
を

つ
く
っ
て
き
た
。
こ
の
団
結

こ
そ
が
勝
利
の
展
望
で
す
。

立
ち
上
が
っ
た
仲
間
と
共
に

郵
政
民
営
化
絶
対
反
対
の
闘

い
を
貫
く
決
意
で
す
。

民
営
化
絶
対
反
対
の
闘
い
は
、
国
境
を
越

え
て
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
団
結
で
き
る
闘

い
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。
結
集
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
組
織
化
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
で
は

ど
こ
で
も
、
個
別
資
本
や
使
用
者
を
代
表
す
る

政
府
が
労
働
者
た
ち
に
攻
撃
を
加
え
て
い
ま
す
。

現
在
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
大
病
院
の
組
織
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
先
週
の
金
曜
日
（
10

月
２
日
）
、
18
人
の
闘
う
労
働
者
が
解
雇
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
病
院
前
で
抗
議
行
動
に
入
っ

て
い
ま
す
。
‥
（
略
）
‥

東
京
の
会
議
と
集

会
の
成
功
を
お
祈
り
し
ま
す
。
連

帯
を
こ
め
て
。

世
界
中
で
労
働
者
階
級
・
人
民

が
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
り
出
す

た
め
に
共
に
闘
う
こ
と
に
心
か
ら

の
連
帯
を
表
明
し
ま
す
。
労
働
者

の
権
利
の
た
め
に
は
、
平
和
な
世

界
の
た
め
の
闘
い
を
包
摂
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご

健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。
愛
と
平

和
の
た
め
に
。

登
壇
し
た
全
国
で
闘
う
郵
政
の
青
年
労
働
者
の
ス

ク
ラ
ム
の
前
で
、
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本
部
と
本
部
派

執
行
部
を
弾
劾
し
て
、
郵
政
民
営
化
絶
対
反
対
を

世
界
に
宣
言
す
る
全
逓
労
働
者

アメリカから。国際港湾倉庫労組のアンソ

ニーさんは「オバマは同じ資本家の規範で

動いている。我々は、資本主義的鎖を断ち

切らねばならない」と訴えました。

韓国からは、45 人が参加。『解雇者復職闘争

特別委員会』の代表は「労働者の生存権をか

けた闘いで、特に被解雇者の闘いで、資本に

労働者を解雇するとその反撃で逆に大損をす

ると見せつけるのだ。この力関係が、労働者

の権利向上、資本の搾取構造撤廃の足場をつ

くることになる」と訴えました。

ブラジルのコンルータスの代表は、滞日ブラ

ジル人・ペルー人と共に登壇。「すべての搾

取と抑圧を終わらせる社会主義社会に向け前

進しよう」と力をこめて呼びかけました。

国鉄１０４７名解雇撤回の当該、国労闘争団

のメンバー（北海道・秋田・九州から参加）

と動労千葉争議団が「解雇撤回を闘う」と熱

烈アピールしました。

ト
ル
コ
・
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
（
進
歩
的
労
働
組
合
連
盟
）

ト
ウ
ー
フ
ァ
ン
・
セ
ル
ト
ウ
レ
ッ
ク
さ
ん

ア
メ
リ
カ
か
ら

シ
ン
デ
ィ
ー
・
シ
ー
ハ
ン
さ
ん

オ
バ
マ
・
鳩
山
戦
争
会
談
粉
砕
！

辺
野
古
新
基
地
建
設
阻

止
・
沖
縄
米
軍
基
地
撤
去
！

民
主
党
・
連
合
政
権
打
倒
！

11
月

12
日
（
木
）

午
後
６
時
開
場

集
会
後
デ
モ

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
Ａ

主
催
・
反
戦
共
同


